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来
春
開
設
予
定
と
な
っ
て
い
る

大
学
院
棟
増
築
工
事
の
起
工
式
を

3
月
3
日
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

本
学
の
大
学
院
は
、
今
年
6
月

に
文
部
科
学
省
へ
認
可
申
請
を
行

い
、
1
期
生
の
卒
業
に
合
わ
せ
た

2
0
0
7
年
4
月
に
開
設
を
予
定

し
て
お
り
、
研
究
棟
と
な
っ
て
い

る
命
岳
館
に
隣
接
し
て
北
側
に
、

5
階
建
て
の
大
学
院
棟
を
増
築
す

る
も
の
で
す
。

起
工
式
に
は
、
大
学
当
局
者
や

設
計
・
建
築
の
関
係
者
と
と
も

に
、
長
浜
商
工
会
議
所
や
バ
イ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会
の
代
表
な

ど
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
工
事

の
無
事
と
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

◆
大
学
院
棟
増
築
工
事
の
起
工
式4

月
1
日
、
新
入
生
2
5
9
人

を
迎
え
て
4
期
生
の
入
学
式
を
行

い
ま
し
た
。
式
に
は
川
島
長
浜
市

長
、
森
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研

究
会
代
表
理
事
も
列
席
し
、
新
入

生
へ
の
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
松
原
弘
幸

さ
ん
が
、「
理
論
と
実
践
に
裏
打
ち

さ
れ
た
確
か
な
専
門
的
力
量
を
形

成
し
て
い
き
た
い
」
と
宣
誓
。
下
西

学
長
は
、
昨
今
の
実
験
デ
ー
タ
改

ざ
ん
問
題
を
取
り
上
げ
、「
バ
イ
オ

分
野
に
お
け
る
高
い
能
力
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
常
日
頃
よ
り

正
し
い
生
命
観
、
倫
理
観
を
も
ち
、

未
来
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
将
来

の
展
望
に
向
か
っ
て
常
に
向
上
心

を
も
っ
て
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
大
学
完
成
年
次
の
新
入
学
生
入
学
式

●
奨
学
金
を
必
要
と
さ
れ
る
方
へ

〜
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
ご
案
内
〜

現
在
、
本
学
で
案
内
し
て
い
る
奨
学
金
制
度
と
し
て
は
、
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
は
、
教

育
の
機
会
均
等
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
に
困
難
が
あ
る
優
れ
た
学
生
等
に
対
し
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
が
貸
与
を
行
っ
て
い
る
奨
学
金
で
す
。

本
学
で
の
2
0
0
6
年
度
の
新
規
申
込
に
つ
い
て
は
終
了
い

た
し
ま
し
た
が
、
家
計
の
急
変
（
主
た
る
家
計
支
持
者
が
失

職
・
病
気
・
事
故
・
会
社
倒
産
・
死
別
又
は
離
別
・
災
害
等
）

で
奨
学
金
を
緊
急
に
必
要
と
す
る
場
合
は
、
緊
急
採
用
（
第
一

種
・
無
利
子
）
ま
た
は
応
急
採
用
（
第
二
種
・
有
利
子
）
に
て

申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
上
記
理
由
で
奨
学
金
が
必
要

な
場
合
は
、
学
生
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
計
急

変
以
外
で
奨
学
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
第
二
種
に
限

り
申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
奨
学
金
が
必
要
と
さ

れ
る
方
は
、
ま
ず
は
学
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
本
学
在
学
中
に
海
外
の
大
学
等
へ
短

期
留
学
を
行
う
学
生
対
象
の
貸
与
奨
学
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
種
類
は
第
二
種
奨
学
金
（
有
利
子
）
で
、
留
学
期
間
中

貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
学
生
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
2
0
0
7
年
3
月
卒
業
予
定
の
4
回
生
対
象
に
、
11

月
頃
に
奨
学
金
返
還
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
卒
業
後
の
奨
学

金
返
還
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
の
説
明
と
、
返
還
誓
約
書
の
配

布
お
よ
び
記
入
方
法
の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
す

る
よ
う
に
ご
家
族
の
皆
様
方
か
ら
も
是
非
お
声
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。
説
明
会
の
日
時
は
、
10
月
頃
に
学
内
掲
示
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

学
生
生
活
情
報

入
学
式
を
終
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
完
成
年
次
と
な
る
今
年
は
、

初
め
て
1
回
生
か
ら
4
回
生
ま
で
が
揃
い
、
例
年
以
上
の
活
力
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
白
衣
で

卒
業
研
究
に
打
ち
込
む
姿
に
混
じ
っ
て
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
イ
ル
の
4
回
生
も
見
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
い
よ
い
よ
大
学
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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朝
日
新
聞
社
が
発
行
す
る
『
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
0
7
』
に
よ

る
と
、
助
成
財
団
に
よ
る
研
究
助

成
金
の
額
で
、
本
学
が
第
1
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
、
文
部
科
学
省
と
日

本
学
術
振
興
財
団
に
よ
る
科
学
研

究
費
補
助
金
の
額
で
は
新
設
大
学

(

1
9
9
6
〜
2
0
0
6
年
度
に

設
立)

の
な
か
で
第
1
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。(

大
学
全
体
で
は
46

位
。
い
ず
れ
も
教
員
一
人
あ
た

り)

本
学
の
研
究
が
、
社
会
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参

加
学
生
数
の
学
生
定
員
に
占
め
る

割
合
で
は
第
30
位
に
評
価
さ
れ
、

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
が

現
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
朝
日
新
聞
『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』
が
本
学
を
評
価

●長浜の｢曳山まつり｣に本学有志が参加
毎年4月に行われる地元長浜の祭り｢曳山まつり｣に本学の学生有志11人が曳き手と

して参加しました。
長浜の曳山まつりは、約400年前、豊臣秀吉が長浜に築城し城下町を形成した頃に

始まり、現在にまでその伝統を誇る日本三大山車祭りの一つで、名工によって装飾され
た絢爛豪華な曳山と、地元の少年達が演じる子ども歌舞伎がこのお祭りの見所です。
学生たちが参加したのは、翁山(おきなざん)と

諌鼓山(かんこざん)の2つの山車で、いずれも曳
山本体は230年から240年前につくられたも
のだそうです。
今年は、｢長浜市・びわ町・浅井町｣1市2町の

合併を記念し、13基の曳山が23年ぶりに一堂
に並ぶ特別な年でもあり、当日はあいにくの雨に
もかかわらず、多くの観光客で賑わいました。

本学は、昨年11月の長浜市との包括協定締結に引き続き、5月25日、滋賀県との
バイオ技術を中心とする連携協
定を結びました。
協定の内容は、本学と滋賀県

とが緊密な連携と協力関係によ
り、研究および人的交流、情報
交流を促進させ、バイオ技術を
中心とする研究開発の高度化、
科学技術の振興を図り、相互の
発展に寄与することを目的とし
ています。
協定書調印式は滋賀県公館で

行われ、國松善次滋賀県知事と
本学下西康嗣学長らが出席しま
した。

深澤　逸紀さん (2回生、栃木・佐野日本大学高校出身)
はじめに先輩から「今年の曳山祭に参加しよう」という話を受け

たときは、正直なところ、そんな祭りが長浜にあることさえ知りま
せんでした。私は今まで祭りなどは楽しむ側であり、山車を曳いた
ことはなかったので興味を持ちました。また、例年は13ある山車
が4基ずつ交代で回るのですが、今年は13基全ての山車が勢ぞろ
いする貴重な年でもあると聞き、参加を決めました。
当日は朝早くから集会場に集まり、まず山車を蔵から出すところ

から始まりました。写真で見てはいましたが、本物を見上げ、これ
を引っ張って黒壁の中を練り歩くのかと考えるととんでもないこと
のような気がしました。前輪も後輪も固定されていますから、方向
転換は力技です。男衆一丸となって押し回すのです。全員声を合わ
せて押していると、なぜだか心は一つになるものです。

当日は残念ながらあまり天候に恵まれず、13基揃った場での優雅なのぼりを目にすることは
できませんでしたが、それでもいろいろな町から山車が1箇所に集まっている光景は、曳山祭
400年の伝統を感じるものがありました。どの山車にも古い歴史がとつとつと続いており、それ
を伝えていくこのような祭りに私たち大学生が関わり、実感を得られたというのは貴重な機会だ
と思います。またぜひとも参加してみたいと思えるいい経験ができました。

参加した学生のコメント

2006年度の本学スケジュールについて
【前期】
7月14日 前期授業終了
7月20日～28日　 前期定期試験期間
7月29日～10月1日 夏期休暇期間
※夏期休暇中に、3回生希望者対象にインタ
ーンシップ実習を実施します。

【後期】
10月2日～ 後期授業開始
11月上旬 学園祭「命洸祭」
12月23日～1月10日 冬期休暇期間
1月29日 後期授業終了
2月1日～9日 後期定期試験期間
2月10日～ 春期休暇開始
3月17日 第１回卒業式挙行
※本学初の卒業式で、第１期生が本学を初め
て巣立つ記念すべき日です。4回生のご家
族の皆様も是非ご予定ください。（詳細な
案内は後日お知らせいたします）

●本学が滋賀県と連携協定を締結
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姉
妹
校
・
釜
慶
大
学
校

と
の
活
発
な
交
流

昨
年
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
韓
国
・
釜
慶
大
学
校
の
学
生
・
教
員
が
4
月
に
本
学
を
訪
問
し
、
学
生

間
の
研
究
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
釜
慶
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
学
術
大
会
に
、
本
学
の
太
田
先
生
が
参
加
し
て
招
待

講
演
を
行
う
な
ど
、
両
校
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
学
生
間
研
究
交
流
会
を
本
学
で
開
催

4
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、
釜
慶
大
学

校
か
ら
生
物
工
学
・
食
品
工
学
・
微
生

物
学
・
栄
養
学
・
資
源
生
物
学
・
養
殖

学
・
水
産
生
命
医
学
な
ど
の
学
科
に
所

属
す
る
学
生
と
教
員
、
合
せ
て
15
人
が

本
学
を
訪
問
し
、
第
1
回
学
生
間
研
究

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

流
会
で
は
、
本
学
の
学
生
5
人
と
2
人

の
教
員
が
、
研
究
内
容
な
ど
を
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
で
は
、
両
校
の
学
生

達
が
中
心
と
な
っ
て
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
マ
リ
ン
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

最
新
の
研
究
動
向
と
、
学
生
た
ち
の
学

び
と
研
究
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成

果
の
一
部
を
発
表
し
あ
い
、
相
互
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

長
浜
市
の
代
表
も
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

命
江
館
1
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
日

頃
の
研
究
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
で
掲
示
し
、

質
疑
応
答
を
行
う「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
」を
行
い
、
両
校
の
学
生
が
発
表
者
に

対
し
積
極
的
に
質
問
を
す
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、
交
流

会
に
参
加
し
た
両
校
の
学
生
、
教
職
員

の
他
に
、
長
浜
市
を
代
表
し
て
市
長
と

市
議
会
議
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、「
こ

れ
ら
の
研
究
交
流
事
業
が
大
学
間
の
交

流
の
み
な
ら
ず
、
近
い
将
来
、
長
浜
市
と

釜
山
市
と
の
地
域
間
の
産
業
交
流
や
観

光
交
流
へ
と
発
展
す
る
礎
と
な
る
よ
う

願
っ
て
い
る
」と
期
待
を
込
め
た
あ
た
た

か
い
歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
学
術
研
究
交
流
会
で
の

緊
張
も
解
け
、
学
生
た
ち
が
自
然
に
話

し
合
う
姿
が
見
ら
れ
、
日
韓
学
生
間
学

術
研
究
交
流
の
実
り
あ
る
第
一
回
と
な

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
と
の
学
術
交
流
協
定
も
調
印

ま
た
同
日
、
釜
慶
大
学
校
や
釜
山
大

学
校
が
研
究
の
中
心
と
な
り
、
企
業
や

地
元
自
治
体
と
と
も
に
構
成
さ
れ
て
い

る
韓
国
の
N
U
R
I(

海
洋
バ
イ
オ
食
医

薬
事
業
団)

と
の
学
術
交
流
協
定
が
調
印

さ
れ
、
大
学
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
広
く

生
命
科
学
分
野
や
そ
れ
に
関
連
す
る
分

野
に
お
け
る
学
術
活
動
に
よ
る
交
流
を

行
う
こ
と
を
取
り
決
め
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
今
後
本
学
と
釜
山
市
と
の
産

官
学
連
携
に
よ
る
研
究
交
流
が
よ
り
活

発
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

姉
妹
校
・
釜
慶
大
学
校

と
の
活
発
な
交
流

学術交流協定を結び握手を交わす
下西学長・金星九NURI団長

▲
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Special Edition

大勢の前で、英語で発表する機会など滅多にないので、
皆の前で恥じないような発表にするために、英語の特訓をHedberg先
生に見てもらい、研究内容の理解を深めるために論文をたくさん読みま
した。当日は緊張しましたが、挑戦してみようとする気持ちが強かった
ので、笑顔で発表する事が出来ました。
発表が終わって、達成感を感じたと共に、国境を越えて韓国の学生達

と仲良くなりました。交流会が終わっても、韓国の学生とメールのやり
取りをし、今回得た絆を繋げ続けています。この第一回研究交流会で関
わった皆様には心から感謝しています。続けて英語力を養い、韓国で再
び卒業研究の報告をする事が出来るように頑張ります。

自分の研究を全ての人にわかりやすく伝えるというプ
レゼンテーションを目的として挑戦したこの交流会は、自分
の弱点をはっきりと感じ取るいいチャンスとなりました。
プレゼン内容を作成する過程では、研究内容の自分の理解の甘さに気

づかされ、セミナー本番でも、自分の予想した反応と実際の反応との違
いから、説明不足や構成の未熟な部分があったことを感じました。
発表の後、釜慶大学校の学生との交流の中で受けた印象は今でも新鮮で
す。彼らとは、学校案内から夜の食事会まで一日中英語で会話していま
したが、自分の思いを伝えるだけの英語力がないことがとても悔しく、
その必要性を実感しました。別れるときにはメールアドレスを交換して
くれて、今ではメール交換をしています。

遺伝子科学研究室　4回生
岡崎　瞳さん(大阪・四条畷高校出身)

釜慶大学校との学生間研究交流会に参加して

環境分子生態学研究室　4回生
細川　博史さん(香川・高松桜井高校出身)

交流会に参加した両校の学生

釜慶大学の訪問団とホスト役の本学教員

ポスターセッションで説明する本学の学生

北近江リゾートで開催された歓迎会
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Special Edition

１．学術大会

今回の学術大会は、韓国の釜慶大学校と釜山大学校の2国立大学の海洋バイ
オ系の研究室から約500名が参加し、釜慶大学校の「大学劇場」という大講堂
で開催されました。当日は、事業団長であるSung-Koo Kim教授ならびに釜慶
大学校総長の挨拶に引き続いて、私が「New Natural Products from Marine
Sponges That Selectively Inhibit Echinoderm Fertilization or Embryogenesis」
と題する 45分間の招待講演を行いました。その後、Wan Jin Jahng教授
（University of South Carolina, USA）による講演「Functional Proteomics of the
Eye: From Visual Cycle to Drug Development」の他7件の講演が行われまし
た。また、1階と2階のロビーでは、釜慶大学校と釜山大学校の大学院生らによ
る103件のポスター発表が行われました。

２．釜慶大学校のマリンバイオ系研究室

釜慶大学校では、いくつかの研究室を案内していただきました。いずれも水
槽、保冷庫、インキュベーターなどが所狭しと並び、伝統のある研究室という
雰囲気です。日本より雨が少なくて空気が乾燥している気候のためか、研究室
内には何台も加湿器が置かれ、蒸気を上げ続けているのが印象的です。
釜慶大学校では、昨年7月に、マリンバイオNURI (New University Regional
Innovation) センターを核にして、海洋バイオ系の専門家育成に関する4年計画
の大規模なプロジェクトが発足しており、活発な教育・研究が行われています。

３．釜山市とその郊外

釜山市は関西国際空港から1時間あまりで着くことができ、晴れているとき
には海岸から対馬が見えるほど、日本に近い都市です。また、日本との時差も
なく、比較的温暖な気候です。ソウルに次ぐ韓国2番目の大きな都市で、発展
著しく高層マンションやホテルが次々と建設されています。美しい海岸線を有
し、ゴミ一つ落ちていない広大なビーチがいくつもあり、夏には海水浴場とし
て賑わう風光明媚な観光地でもあります。とくに日本からの観光客が多く、魚
介類が豊富に獲れることもあって、市内および郊外の海岸通りでは、魚屋が軒
を連ねており、店の表あるいは1階に並んだ水槽で魚介類を買うと、奥の部屋
か2階で調理して食べさせてくれるというシステムになっているようです。街
に近いビーチでは、3月というのに大学生らしい団体が寒中水泳を行っていた
り、毎朝年配の人が泳いでいるのには驚かされました。朝昼晩とたっぷりとキ
ムチや海産物を食べ、夜明けには海岸沿いを多くの人がジョギングする姿を目
にすると、韓国の人々のパワーの源を垣間見たような気がします。

４．これからの交流活発化へ

昨年6月に調印された本学と釜慶大学校との学術交流協定では、教職員及び
研究者の交流、学生の交流、共同研究、講義・講演・シンポジウムの実施、学
術情報及び資料の交換など学術的活動について交流を行うとされていましたの
で、この度実質的な交流が開始されたことになります。
現在、釜慶大学校では、マリンバイオNURIセンターが中心となって本学との
交流事業を進める体制が整えられつつあり、今後ますます両大学間の交流が活
発化され、教育・研究活動が促進・発展されるものと期待されます。

「
第
一
回
海
洋
バ
イ
オ
食
医
薬
専
門
人
力
養
成
事
業
団
共
同
学
術
大
会
」に
出
席
し
て

マリンバイオ研究の中心的役割を果たし
ているCollege of Fisheries Sciences

招待講演の様子

環
境
生
命
科
学
コ
ー
ス

太
田

伸
二
先
生

韓
国
・
釜
慶
大
学
校
で
、
3
月
24
日
、「
第
一
回
海
洋
バ
イ
オ
食
医
薬
専
門
人
力
養
成
事
業
団
共
同
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
会
で
招
待
講
演

を
行
う
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
学
の
太
田
先
生
が

韓
国
・
釜
慶
大
学
校
を
訪
問
・
交
流

訪問記

本
学
の
太
田
先
生
が

韓
国
・
釜
慶
大
学
校
を
訪
問
・
交
流

旺
盛
な
一
期
生
の
求
職
意
欲

景
気
回
復
が
軌
道
に
乗
り
、2
0
0

7
年
度
の
企
業
の
求
人
は
、
昨
年
比
で

20
％
近
く
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。こ
れ

が
追
い
風
と
な
っ
て
、各
大
学
の
卒
業
生

の
就
職
活
動
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
学
生
諸
君
は
今
、夏
休
み
を

控
え
て
就
活
の
山
場
を
迎
え
、
続
々
と

内
定
者
が
決
ま
っ
て
い
る
模
様
で
す
。

本
学
の
一
期
生
に
と
っ
て
は
、初
め
て

の
就
職
活
動
。
少
々
の
戸
惑
い
は
あ
っ
て

も
関
心
は
高
く
、
旺
盛
な
求
職
意
欲
を

示
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
学
側

も
、
就
職
担
当
教
授
は
じ
め
、
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
課
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な

り
、
学
長
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
全
教

員
あ
げ
て
の
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
活
動
が

功
を
奏
し
、6
月
に
入
り
、ま
ず
ま
ず
の

内
定
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

悪
条
件
や
ハ
ン
ディ
乗
り
越
え

開
学
時
一
期
生
の
就
職
活

動
は
、す
べ
て
の
取
り
組
み
が

初
め
て
の
た
め
に
悪
条
件
や

ハ
ン
デ
ィ
は
つ
き
も
の
で
す
。

希
望
す
る
企
業
に
先
輩
は
い

な
い
、
就
職
実
績
は
ゼ
ロ
。
一

か
ら
求
人
企
業
の
開
拓
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、求
人
・

求
職
情
報
の
決
定
的
不
足
な

ど
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施
を
は
じ
め
、
求
人
企
業
開
拓

や
訪
問
・
説
明
会
、個
別
相
談
等
、親
身

で
効
果
的
な
指
導
と
支
援
活
動
が
実
を

結
び
、6
月
始
め
に
は
内
定
者
が
1
0

0
名（
就
職
希
望
者
1
9
0
名
）を
越
え

ま
し
た
。

企
業
は
本
学
学
生
に
期
待
大

ち
な
み
に
現
在
、
本
学
の
求
人
企
業

開
拓
に
よ
り
、
求
職
可
能
企
業
と
し
て

「
情
報
確
認
」し
て
い
る
企
業
数
は
、バ

イ
オ
系
・
非
バ
イ
オ
系
を
合
せ
る
と
約

2
5
0
0
社
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、主
と
し
て
バ
イ
オ
系
企
業
で
、本

学
学
生
を〝
優
先
志
向
〞
で
求
人
申
し

込
み
が
あ
り
、就
職
・
キ
ャ
リ
ア
課
で
直

接
に「
受
け
付
け
」し
て
い
る
企
業
が
約

1
5
0
社
で
す
。
加
え
て
、こ
れ
ら
の
企

業
以
外
に
、
学
生
が
自
由
に
エ
ン
ト
リ

ー
し
て
、
非
バ
イ
オ
系
企
業
を
含
め
て

約
70
社
か
ら
、、
内
定
を
い
た
だ
き
、
本

学
学
生
へ
の
企
業
側
の
期
待
の
大
き
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
新
時
代
を
担
う
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対

す
る
高
い
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
、
本
学
の

産
官
学
と
結
ん
だ
教
育
・
研
究
の
優
位

性
が
、
企
業
サ
イ
ド
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
結
果
と
い
え
そ
う
で
す
。

10
月
末
ま
で
に
80
％
以
上
の
内
定
者
を

一
方
、こ
れ
だ
け
就
職
対
象
企
業
が

多
い
わ
り

に
、
内
定

者
を
出
す

の
が
関
西
の
著
名
大
学
と
比
べ
て
や
や

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
本

学
学
生
の
就
職
活
動
の
傾
向
と
し
て

次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
①
本

学
が
バ
イ
オ
に
特
化
し
た
大
学
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
入
学
時
か
ら
バ
イ
オ
系

の
研
究
・
技
術
職
志
向
が
強
い
こ
と
。
②

当
然
の
こ
と
な
が
ら
就
職
に
際
し
て

も
、
研
究
・
技
術
職
系
に
選
択
肢
を
絞

り
こ
ん
で
い
る
学
生
が
多
く
、営
業
・
総

務
系
を
敬
遠
し
て
い
る
こ
と
。
③
大
手

企
業
で
は
、
研
究
・
技
術
職
志
向
者
に

大
学
院
卒
を
望
ん
で
い
る
例
が
多
く
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い
る
こ
と
、な
ど

で
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
の
中
に
は
、
急
き

ょ
進
路
を
大
学
院
進
学
に
切
り
か
え
る

例
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
就
活
の
山

場
を
迎
え
た
今
、
本
年
10
月
末
ま
で
に

就
職
希
望
者
の
80
％
以
上
が
必
ず
内
定

を
取
り
、3
月
末
の
卒
業
時
に
は
1
0

0
％
の
就
職
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
、
次
の
と
お
り
個
別
の
支
援

を
強
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
求
職
路
線
と
柔
軟
性
を

①
求
職
対
象
企
業
を
規
模
の
大
小
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
志
望
す
る
業
種
や
職
種

と
の
接
点
を
広
く
と
り
、研
究
・
技
術
職

な
ど
第
一
志
望
の
実
現
を
、
柔
軟
に
か

つ
息
長
く
追
求
し
て
い
く
こ
と
。
②
就

職
を
自
分
の
人
生
設
計
の
ベ
ー
ス
に
置

く
こ
と
と
同
時
に
、求
職
路
線
を
ワ
ン

パ
タ
ー
ン
化
せ
ず
、
理
想
と
目
標
を
複

数
の
路
線
と
多
様
な
方
法
で
達
成
し
て

い
く
。
③
企
業
側
の
求
人
政
策
の
変
化

│
優
秀
な
人
材
な
ら
ば
第
二
新
卒
・
中

途
採
用
歓
迎
│
を
理
解
し
初
志
貫
徹
を

第
一
と
し
な
が
ら
も
、
日
常
不
断
の
キ

ャ
リ
ア
・
能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
る
、こ
と

で
す
。

2
0

0
6

.
ju

n
e

7

キ
ャ
リ
ア
講
座
に
つ
い
て

本
年
度
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視
点
か
ら
、
学

生
が
社
会
人
と
し
て
主
体
的
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
設
定
し
て
い
け
る
よ
う
3
回
生
全
員
を
対
象

に「
キ
ャ
リ
ア
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

前
期
は
毎
週
火
曜
4
限
目（
15：

10
〜
16：

40
）に
、

バ
イ
オ
業
界
と
企
業
研
究
を
通
じ
て
自
分
の
将

来
を
見
つ
め
て
も
ら
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
講

座
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
控
え
た
３

回
生
は
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

就
職
状
況
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
講
座（
全
14
回
）内
容

Ⅰ
、
バ
イ
オ
産
業
に
つ
い
て

バ
イ
オ
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の

業
種
と
職
種
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

Ⅱ
、
企
業
事
例
研
究

バ
イ
オ
企
業
の
事
例
研
究
。

Ⅲ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

就
職
活
動
の
前
提
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
常

識
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

Ⅳ
、
文
章
添
削
の
結
果
と
指
導

文
章
の
添
削
を
し
、
そ
の
添
削
に
も
と
づ
い
て

文
章
作
成
の
指
導
を
し
ま
す
。

ま
ず
ま
ず
の
就
活
の
成
果

月
末
に
80
％
以
上
の
内
定
者
め
ざ
す

10
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下西学長からの提言

高度バイオ技術者の育成をめざす本学にとって、専門知識とともに大切な知識とは何か。また大学生活4
年間を通じて、学生たちに何をどのように学んでほしいのかという期待を、下西学長にお聞きしました。

「
学
ぶ
」「
習
う
」
姿
勢
が
自
立
の

ス
タ
ー
ト

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
限
ら
ず
、
芸

術
に
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
も
、「
学

び
」
そ
し
て
「
考
え
る
」こ
と
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
本
学
は
1
年
次
か
ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
実
験
・
実
習
に
多
く
の
時
間

を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
い
段
階

か
ら
そ
の
科
目
を
通
じ
て
「
学
び
」「
考

え
る
」
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
験
・

実
習
は
学
生
と
先
生
と
の
双
方
向
の

学
び
で
す
。
先
生
へ
の
問
い
か
け
の
姿

勢
を
忘
れ
ず
、
習
得
し
た
技
術
に
よ
っ

て
新
し
い
も
の
を
創
り
出
す
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

自
立
へ
の
礎
と
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
芽
生
え
る

社
会
的
自
覚

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
、

は
じ
め
て
第
一
期
生
の
3
回
生
58
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
受

け
入
れ
先
の
企
業
や
研
究
機
関
か
ら

は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
と
は
違
っ
た
社
会
で
実
地
に
研
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
方
や
態
度
な

ど
に
大
変
よ
い
変
化
が
芽
生
え
て
い
る

よ
う
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
将
来

の
進
路
を
考
え
、
選
ぶ
う
え
で
も
大
変

参
考
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
滋
賀
県
を
は
じ
め
と
し
て
、

受
け
入
れ
先
の
企
業
や
公
的
な
研
究

機
関
も
増
や
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
学
の
社
会
的
認
知
度
が
、
湖
北

だ
け
で
な
く
県
全
体
に
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
企
業
が
受
け
入

れ
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

企
業
や
公
的
研
究
機
関
と
の
共
同
研

究
な
ど
産
官
学
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

広
い
分
野
の
本
を
読
み
、
理
解
力

を
身
に
つ
け
る

学
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
本
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
。
私
は
乱
読
で
す
が
、

科
学
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
古

典
や
小
説
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
な

ど
、
背
景
は
書
か
れ
た
時
代
を
映
し
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
作
者
の
思
想
な
ど
、

内
容
は
現
代
に
置
き
換
え
て
も
通
用
す

る
も
の
で
す
。『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
』

と
い
っ
た
話
題
作
を
読
む
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
な
ぜ
そ
の
絵

を
描
い
た
の
か
、
筆
者
が
何
を
考
え
て

書
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
内
容
を
推

理
小
説
と
と
る
か
事
実
と
と
る
か
は
読

者
の
判
断
で
す
。
自
分
な
り
に
考
え
、

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
活

字
を
読
み
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
推

理
す
る
こ
と
は
文
章
を
書
く
能
力
を
身

に
つ
け
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。
読
書

を
通
じ
て
、
広
い
視
野
を
持
つ
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

生
命
倫
理
観
の
重
要
性
を

考
え
る

近
頃
、
国
内
外
で
科
学
者
や
研
究
者

の
実
験
事
実
の
域
を
超
え
た
デ
ー
タ
捏

造
事
件
が
起
っ
て
い
ま
す
。
科
学
的
事

実
は
実
験
に
よ
っ
て
証
明
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
も
の
は
科
学
を

超
え
た
世
界
に
属
す
る
も
の
で
す
。
科

学
者
は
実
験
や
理
論
に
基
づ
い
て
正
確

な
事
実
を
記
載
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
に
携
わ
る
研
究
者
・
技
術
者

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
の
ひ
と
つ

で
す
。
実
験
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
上

で
、
正
し
い
倫
理
観
、
ひ
い
て
は
生
命

観
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
学
生
の

み
な
さ
ん
に
も
教
員
の
方
々
に
も
、
常

に
、こ
の
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学生のみなさんへ

大学での学びの方法

下
西
学
長
推
薦
の
本

『
暗
闘
―
ス
タ
ー
リ
ン
、
ト
ル
ー
マ
ン

と
日
本
降
伏
』（
長
谷
川
毅
著
、
中
央

公
論
新
社
、
２
０
０
６
年
）

本
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
米

英
ソ
の
ヤ
ル
タ
協
定
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
、

日
本
降
伏
に
至
る
ま
で
の
、
米
ソ
が
自
国

の
権
益
を
最
大
限
に
す
る
た
め
の
熾
烈
な

駆
け
引
き
、
日
本
の
為
政
者
の
無
為
無
策

を
諸
々
の
資
料
に
基
づ
い
て
記
述
し
て
い

る
。
著
者
は
、
米
ソ
日
の
為
政
者
の
動
き

を
、
時
間
を
追
っ
て
淡
々
と
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
で
日
本
と
は
何
か
、
日
本

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
何
か
を

述
べ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
は

大
戦
の
総
括
を
し
な
い
ま
ま
に
長
い
年
月

が
過
ぎ
、
近
頃
、
靖
国
参
拝
や
領
土
問
題

な
ど
い
わ
ゆ
る
歴
史
認
識
に
関
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
改
め
て
後

世
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
重
い
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
を
し
た
。

2
0

0
6
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大学の発展を保証する

第2次中期計画
の検討課題

成
功
裏
に
取
り
組
み
進
む

開
学
時
の
第
一
次
中
期
事
業
計
画

―
―
文
部
科
学
省
が
い
う
と
こ
ろ
の
開
学

四
年
間
の「
完
成
年
次
期
間
」を
、2
0
0

7
年
3
月
末
に
は
成
功
裏
に
終
え
る
見
通

し
が
つ
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
・・・・

「
文
部
科
学
省
」は
、
新
設
大
学
を
認

可
し
た
場
合
、
開
学
し
て
か
ら
四
年
間

を
、完
成
度
の
高
い
大
学
に
す
る
た
め
に

諸
課
題
を
示
し
、そ
の
履
行
と
達
成
に
つ

い
て
指
導
・
監
督
に
あ
た
り
ま
す
。
本
学

は
、
開
学
四
年
次
目
に
入
っ
た
、
去
る
6

月
6
日
、
文
部
科
学
省
の
実
地
調
査
を

受
け
た
結
果
、さ
し
た
る
問
題
も
な
く
、

2
0
0
7
年
3
月
末
に
は
成
功
裏
に
、完

成
年
次
期
間
を
終
え
ら
れ
る
見
通
し
が

つ
き
ま
し

た
。
全
学

の
教
職

員
の
努

力
の
賜

物
で
す
。

―
―
こ
の
四
年
間
の
完
成
年
次
期
間
に
本

学
が
教
学
と
関
係
設
備
・
教
育
サ
ー
ビ
ス

面
等
の
主
要
事
業
で
、
実
現
ま
た
は
達
成

（
現
在
取
り
組
み
中
含
む
）し
た
も
の
は
何

で
す
か
・・・

な
ん
と
い
っ
て
も
、
学
部
教
育
並
び
に

研
究
活
動
の
体
制
づ
く
り
と
内
容
の
充

実
に
、ま
ず
ま
ず
合
格
点
が
も
ら
え
る
水

準
に
達
し
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
募
集
も
、
定
員
を
割
る
大
学
が
多

く
出
て
い
る
中
で
本
学
は
、高
倍
率
で
優

秀
な
学
生
諸
君
が
入
学
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
本
学
が
、
教
育
・
研
究
・

設
備
及
び
サ
ー
ビ
ス
面
で
、そ
の
内
容
と

水
準
が
、学
生
諸
君
は
も
と
よ
り
、社
会

的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
証
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
予
定
ど

お
り
第
1
期
生
が
卒
業
す
る
2
0
0
7
年

4
月
に
、大
学
院
を
開
設
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
建
築
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、入
学
を
希
望
す
る
学
生
諸
君
は
約
90

名
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学

は
産
官
学
の
共
同
・
連
携
で
開
学
し
、
運

営
・
管
理
す
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、『
産
官
学
共
同
研

究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
』を
立
ち
上
げ
、

そ
こ
に
プ
ロ
パ
ー
を
配
置
し
て
、
共
同
研

究
や
研
究
支
援
事
業
を
多
彩
に
取
り
組

み
、
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー（
3
案
件
）の
立

ち
上
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。
本
学
に
隣
接

し
て
長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
実
現
を

促
進
す
る
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
も
、
本
学
の
全
面

支
援
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
以

上
、述
べ
て
き
た
主
要
事
業
の
取
り
組
み
、

又
は
そ
の
成
果
が
、開
学
時
本
学
が
計
画

し
た
第
一
次
中
期
計
画
の
達
成
で
あ
り
、

進
捗
状
況
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

―
―
本
学
の
第
二
次
中
期
計
画
を
作
る

「
学
内
検
討
委
員
会
」の
立
ち
上
げ
が
、5

月
末
の
理
事
会
で
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
・・・開

学
時
の
第
一
次
中
期
計
画
は
、
基

本
的
に
達
成
し
た
と
い
う
認
識
で
す
。
こ

の
成
果
と
到
達
点
を
踏
ま
え
て
、本
学
の

教
学
並
び
に
研
究
活
動
を
さ
ら
に
充
実
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、ま
ず
、別

掲
の
四
つ
の
計
画
課
題
を
掲
げ
て
、検
討

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
大
学
院
の
開
設
は
第
一
次
中
期
計

画
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
す
か
ら
、
必
ず

や
り
遂
げ
て
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
優
先

課
題
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
課
題
も
、開
学
四
年
間
の
学

生
募
集
状
況
、
学
力
、
難
易
度
、
就
職
動

向
等
と
、教
学
と
研
究
活
動
の
成
果
、問

題
点
を
総
括
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
加
え
て
、厳
し
い
私
学
を
め
ぐ

る
環
境
と
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
先
進
的
に
応

え
る
計
画
づ
く
り
を
基
本
的
視
点
と
し

て
、実
現
可
能
で
具
体
性
の
あ
る
計
画
案

づ
く
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①複数の学部・学科開設を視野に入れた学部教育
の充実と新体制づくりの課題
バイオサイエンス・テクノロジーの進歩・発展

は、まさに日進月歩で、関係する研究、産業領域の
高度化、多様化はめざましいものがあり、急速に広
がりを示している。求人、求職ニーズも大きく変化
してきており、これらの研究・教育環境並びに社会
ニーズの変化を先取りして、現行の１学部１学科構
成を、複数の学部（又は学科）編成による学部教育
の改革・充実を図ることを課題とする。

②学部定員の増員により高い受験ニーズに応え、
社会的使命を果たす課題
現行定員は１学年198名。これを2008年4

月（予定）から約100名程度に増員する方向を
課題とする。前項の複数学部（学科）編成の課題
と結んで、ニーズと使命に応えていく構想である。

③本学に隣接する長浜サイエンスパークの全面実
現に協力する課題
本学をコア施設として、オープンした「長浜バ

イオインキュベーションセンター」を産官学連携
を一層強めて、早期にパークの全面実現をめざす、
協力事業の推進策。大学院開設と併せてパークの
全面実現により教育・研究体制と水準を実学本位
に、飛躍的に拡充する共同研究と事業化支援の取
り組みを強化していく課題とする。

④学部のカリキュラム改革を実施する課題
大学院開設を控え、現行の学部カリキュラムを

開学3年間の実績を踏まえて総括し、改革の力点
を次の諸点におく。社会的ニーズ、高校の学力構
造の変化等を反映して、高度な研究に対応できる
基礎力と自立的な思考・行動力を備えた社会的能
力を養うこと。そのため、一般教育科目を重視し
て改革案を策定し、2007年度から実施していく
ことを課題としている。

第2次中期計画の4課題
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国
際
交
流
ハ
ウ
ス
の

親
睦
会
を
開
く

上
級
バ
イ
オ
技
術
者

認
定
試
験
の

成
績
優
秀
者
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン

新
し
く
国
際
交
流
ハ
ウ
ス
に
入
居
し
た
学
生
の

親
睦
会
が
4
月
15
日
に
行
わ
れ
、
新
入
学
生
、
留

学
生
合
わ
せ
て
35
人
の
寮
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

親
睦
会
で
は
、
国
籍
や
出
身
地
域
の
違
う
学
生

た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
4
年
間
の
学
生
生
活
を
共
に

過
ご
す
「
長
浜
」
の
街
を
散
策
、
桜
満
開
の
長
浜

城
で
の
お
花
見
も
楽
し
み
、
互
い
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

参
加
者
の
声

桜
の
樹
々
が
満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
4
月
の
中

旬
、
こ
の
大
学
の
寮
で
あ
る
国
際
交
流
ハ
ウ
ス
の

寮
生
た
ち
が
、
お
互
い
の
こ
と
を
知
り
、
仲
を
深

め
る
た
め
の
親
睦
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
親
睦
会
で
は
ま
ず
、
曳
山
祭
り
を
見
に
行
き

ま
し
た
が
、
当
日
は
雨
が
降
っ
て
い
て
、
豪
華
な

つ
く
り
の
山
車
に
は
傘
が
被
っ
て
お
り
、
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
非
常
に
残
念
で
し
た
。
そ

の
後
訪
れ
た
長
浜
城
歴
史
博
物
館
で
は
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
長
浜
の
町
の
歴
史
を
知
り
、
展
望

台
か
ら
は
周
辺
の
美
し
い
景
色
を
一
望
で
き
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
昼
食
時
に
は
、
自
分
た
ち
の
出
身
地
の
良
い

と
こ
ろ
言
い
合
っ
た
り
、
お
互
い
に
話
を
し
合
っ

た
り
し
て
、
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

こ
の
親
睦
会
で
、
今
ま
で
知
り
合
う
機
会
が
な
か

っ
た
他
の
寮
生
と
の
中
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

田
中

聡
さ
ん

(

1
回
生
、
大
阪
・
太
成
学
院
大
学
高
校
出
身)

2
月
5
日
に
実
施
さ
れ
た
「
第
11
回
上
級
バ
イ
オ

技
術
者
認
定
試
験
」（
主
催：

日
本
バ
イ
オ
技
術
教

育
学
会
）
に
て
、
本
学
4
回
生
の
川
畑
隆
司
さ
ん

(

滋
賀
・
東
大
津
高
校
出
身)

が
、
成
績
優
秀
者
の
上

位
5
人
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
主
催
学
会
よ
り
表
彰
お

よ
び
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

上
級
バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験
と
は
、
バ
イ
オ
技

術
の
進
歩
に
対
応
し
て
、「
生
命
工
学
技
術
の
中
で

生
物
利
用
技
術
を
中
心
に
遺
伝
情
報
利
用
技
術
、
増

殖
能
利
用
技
術
お
よ
び
安
全
管
理
技
術
、
な
ら
び
に

そ
れ
ら
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、
指
導
的
立
場
で
そ

れ
を
実
際
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
応
用
し
得
る

資
質
を
高
め
た
高
度
な
技
術
者
」
を
認
定
す
る
学
外

認
定
資
格
で
、
教
育
界
だ
け
で
な
く
、
産
業
界
で
も

注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
資
格
で
す
。

試
験
日
が
本
学
定
期
試
験
の
真
っ
最
中
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
上
級
試
験
に
は
42
人
の
本
学
学
生

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
全
国
平
均
53
％
を
上
回
る
6

9
・
0
％
の
合
格
率
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
に
行
わ
れ
た
中
級
試
験
に
も
49
人
の
本
学
学
生
が

受
験
し
、
こ
ち
ら
は
9
3
・
9
％
の
高
い
合
格
率
を

果
た
し
ま
し
た(

全
国
平
均
は
76
％)

。

上
級
試
験
に
つ
い
て
川
畑
さ
ん
は
、「
こ
の
資
格

の
試
験
科
目
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
本
学
の
講

義
で
カ
バ
ー
で
き
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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軽音楽部

究食部

国際交流サ
ークル

部長・石原　克典さん（3回生、旧大学入学資格検定合格）
軽音楽部では、主に学内イベント及び学外イベント等に向けての練習を行うこと

で、一人ひとりの楽器のスキルアップ、そして何よりも演奏することによって、音
楽により深く親しむことを目標としています。
初心者でも関係なく、音楽が好きなら誰でも参
加できます。今の軽音楽部のメンバーでも、大
学に入ってから始めたという人が大勢います。
また、今現在、軽音楽部に入り難いとか、入ろ
うか迷っている人がいたら、いつでも部室の見
学OKです。途中からの参加でも全く構いませ
ん。僕自身、1回生の後期から活動しています。
とにかく楽しい部活であることには間違いな

いので、興味があったら、ギター抱えている人
を見つけて話しかけてみて下さい。

部長・福田貴之さん（2回生、石川・遊学館高校出身）
こんにちは、究食部です。私たちの部の主な取り組みとしましては、まず名前の
通り栄養面とおいしさの両方を満たした究極的料理を探求し、作ることです。毎月
究食部通信を発行し、作った料理を報告してい
ます。この他にもおいしい料理を出す店なども
探し、それも取材し紹介しています。さらに夏
には親睦を深め、野外炊飯体験のために合宿を
行っています。そして1年間の集大成として命
洸祭で出店し、皆さんに召し上がっていただい
ています。
まだ設立して2年目の部ですが、皆で仲良く

ワイワイやっています。男女問わず大歓迎です
ので、一緒に“究食”を作りましょう。

部長・胡　雪さん（3回生、中国・遼寧省東北育才外国語学校出身）
私たち国際交流サークルは名前の通り、｢国際交流｣を主眼においた活動をしてい
ます。今まで、各所で催される交流会やスピーチコンテストへの参加を積極的に行
ってきました。各地域や大学の人たちにとって
｢他の国｣が身近に感じられるようになる事が国
際交流の第一歩だと考えているからです。
この大学には様々な国や地域から留学生が来

ているため、各人のバックグラウンドが異なり
ます。そんな皆が学業や生活上の不安を少しで
も共有し解決できるような場を用意したり、日
本語学習会や中国語学習会、命洸祭への模擬店
出店などを通じて、｢国際交流｣という堅苦しい
考えだけでなく、皆とコミュニケーションを楽
しむサークルとして活動していきたいです。

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
取
り
組
み
か
ら
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新
任
教
員
の
紹
介

●教授

池村　淑道

[略　歴]
理学博士(京都大学)、京都大学理学研究科物
理学専攻博士課程修了
国立遺伝学研究所進化遺伝研究部門教授、総
合研究大学院大学葉山高等研究センター教授
を歴任。国立遺伝学研究所・総合研究大学院
大学名誉教授。
[専門分野]
ゲノム科学、ゲノム情報学、ゲノム進化学
[学生さんへのメッセージ]
ゲノムの塩基配列に潜んでいる生物種の多

様な特徴を、高性能な計算機を使って明らか
にしています。ゲノムが解読された全ての生
物種を対象にするような大規模な研究も可能
です。広範囲の生物種の分子生物学や遺伝学
や進化の知識を習得できます。大学外の研究
者とも共同研究を進めており、独自性の高い
プログラムを開発しています。卒研生を中心
とした研究室のメンバーが得た研究成果を積
極的に世界へ公開したいと思っています。

●助手

中原　拓

[略　歴]
理学修士(名古屋大学)、北海道大学大学院理
学研究科生物科学専攻退学
[専門分野]
糖鎖情報生物学
[学生さんへのメッセージ]
糖鎖は核酸・タンパク質に続く第３の生命

の鎖として近年注目を集めています。
巨大な複製機械で大量に作られる核酸やタ

ンパク質はいわば長編小説のようなもので、
ひとつひとつの酵素が糖をひとつずつ付け加
えて出来上がる糖鎖は核酸やタンパク質にく
らべて格段に小さく、書だとか詩だとかに例
えられるかも知れません。学生のみなさんと
ともに、コンピュータを武器にして、糖鎖の
もつ繊細な魅力に迫りたいと思っています。

(生命情報科学コース)

(生命情報科学コース)

2
0
0
6
年
4
月
1
日
、
本
学
発
の
研
究
開
発
型
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
し
て
、
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ー
マ
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
は
長
浜
バ
イ
オ

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
㈱
、
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
㈱
に
つ
ぐ
3
社

目
と
な
り
ま
す
。

同
社
は
本
学
の
水
上
民
夫
教
授（
遺
伝
子
生
命
科
学
コ
ー

ス
）が
研
究
開
発
の
責
任
者
と
な
り
、
本
学
の
在
学
生
で
も

あ
る
執
行
隆
司
さ
ん
が
業
務
執
行
の
責
任
者
を
務
め
ま
す
。

水
上
教
授
の
研
究
室
に
お
け
る
研
究
シ
ー
ズ
お
よ
び
国
内

外
の
創
薬
領
域
の
専
門
研
究
者
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
研

究
シ
ー
ズ
を
利
用
し
、
遺
伝
子
の
配
列
情
報
に
も
と
づ
く

医
薬
品
の
開
発
や
、
病
気
の
原
因
分
子
を
標
的
に
し
た
治

療
薬
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
上
先
生
は
記
者
発
表
の
場
で
、「
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ

ァ
ー
マ
の
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
・
事
業
化
は
、
人
類
の

健
康
増
進
面
で
の
社
会
貢
献
を
目
標
と
し
て
お
り
、
事
業

の
発
展
を
通
じ
て
、
滋
賀
県
お
よ
び
長
浜
市
の
経
済
振
興
・

雇
用
拡
大
・
人
材
育
成
な
ど
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

分
子
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
長
谷
川
慎
講
師
の
研
究
テ
ー
マ

が
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
の
平
成
17
年
度
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

第
2
回
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業
」
と
は
研
究
資
金
助
成
制
度

の
一
つ
で
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
、
産
業
界
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
産
業
技
術
シ
ー
ズ
の
発
掘
・
育
成
や
技
術
研

究
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
国
内
の
大
学
・
研
究
機
関
等

の
若
手
研
究
者
に
対
し
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

採
択
さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、『
食
中
毒
や
消
化
器
系
疾

患
の
原
因
と
な
る
細
菌
毒
素
の
一
分
子
検
出
に
よ
る
診
断
技

術
の
開
発
』
で
、
新
し
い
蛍
光
検
出
の
原
理
を
応
用
し
、
診

断
技
術
と
し
て
産
業
技
術
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
助
成
期
間

は
、
平
成
18
年
1
月
か
ら
平
成
20
年
12
月
ま
で
の
3
年
間

で
、
長
谷
川
先
生
を
中
心
に
、
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所

お
よ
び
滋
賀
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
若
手
研
究
者
と

の
チ
ー
ム
で
研
究
を
行
い
ま
す
。

水
上
先
生
が

「（
株
）フ
ロ
ン
ティ
ア
フ
ァ
ー
マ
」を
起
業

│
本
学
発
3
番
目
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

長
谷
川
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
が

研
究
助
成
事
業
の
採
択
を
う
け
る

│
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
産
業
技
術
研
究
助
成
事
業

本
年
度
も
多
く
の
新
規
の
産
官
学
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
世
界
に
発
信
で
き
る
画
期

的
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
の
結
晶
構
造
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質

の
機
能
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能

を
知
る
こ
と
は
、
医
療
、
医
薬
品
、
そ
の
他
の
バ
イ
オ
産
業
の
発

展
に
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
欧
州
、
米
国
を
始
め
、
日
本
で
も
タ

ン
パ
ク
質
結
晶
構
造
解
析
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
競
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
の
結
晶
構
造
解
析
は
、
例
え
ば
兵
庫

県
に
あ
る
「
ス
プ
リ
ン
グ
‐
８
」
の
よ
う
な
超
大
型
の
放
射
光

（
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
）
施
設
に
お
い
て
、
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
に
強

力
な
X
線
を
照
射
し
て
得
ら
れ
る
回
折
X
線
を
解
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
可
能
な
超
大
型
の
放

射
光
施
設
は
世
界
的
に
見
て
も
10
台
に
満
た
ず
タ
ン
パ
ク
質
の
結

晶
構
造
解
析
は
非
常
に
時
間
と
経
費
の
か
か
る
作
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
は
、
立
命
館
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

「
㈱
光
子
発
生
技
術
研
究
所
」
と
開
発
し
た
卓
上
型
シ
ン
ク
ロ
ト

ロ
ン
装
置
を
利
用
し
て
、「
超
小
型
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
構
造
解
析

装
置
」
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
経
済
産
業
省
の
支
援
を
受
け
て
行
う
も
の
で
、

2
年
後
に
は
試
作
品
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
、「
超
小
型
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
構

造
解
析
装
置
」
が
世
界
で
初
め
て
完
成
す
れ
ば
、
世
界
中
の
タ
ン

パ
ク
質
結
晶
構
造
解
析
に
画
期
的
な
変
革
を
及
ぼ
す
た
め
、
世
界

中
の
研
究
者
、
製
薬
企
業
な
ど
に
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

本
学
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
新
規
の

大
型
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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Interview

研究室訪問●6
伊藤　正恵教授
●微生物学研究室

●伊藤　正恵
（いとう　まさえ）

今回の研究室訪問は、インフル

エンザなどヒトを倒すような病気

を起こすウイルスの病原性発現メ

カニズムの解明と攻略を目指して

研究を続けている伊藤正恵先生

を、微生物学研究室に訪ねました。

―
―
微
生
物
学
、
と
く
に
ウ
イ
ル
ス
学
が
専
門
分
野
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
内
容
で
す
か
？

同
じ
微
生
物
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
細
菌
や
酵
母
な
ど

と
増
殖
の
機
構
が
全
く
異
な
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
Ｒ
Ｎ
Ａ
の

ど
ち
ら
か
し
か
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
単
体
で
は
絶
対

に
増
殖
で
き
ま
せ
ん
。
宿
主
と
な
る
、
生
き
て
い
る
細

胞
の
中
に
侵
入
し
て
、
細
胞
内
の
タ
ン
パ
ク
合
成
機
能

な
ど
を
利
用
し
て
自
分
の
遺
伝
子
や
タ
ン
パ
ク
を
合

成
し
、
感
染
し
た
細
胞
か
ら
粒
子
が
飛
び
出
す
と
い

う
特
殊
な
増
殖
の
仕
方
を
し
ま
す
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス

は
、
細
胞
を
選
び

ま
す
。
た
と
え
ば

麻
疹
ウ
イ
ル
ス
な

ら
、
そ
れ
を
吸
着

す
る
S
L
A
M
と

い
う
レ
セ
プ
タ
ー

分
子
が
あ
る
細
胞

で
な
い
と
増
え
な

い
の
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
こ

れ
ま
で
、
医
学
部

な
ど
で
病
原
体
と

し
て
研
究
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
は
、
こ
う
し
た
ウ
イ
ル
ス
の

細
胞
嗜
好
性
や
宿
主
細
胞
内
タ
ン
パ
ク
質
と
の
相
互

作
用
が
注
目
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
を
遺
伝
子
治
療
の
ベ
ク

タ
ー
と
し
て
利
用
す
る
と
い
っ
た
、
応
用
面
が
研
究
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
最
近
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｒ
Ｎ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
パ
ラ
ミ
キ
ソ
ウ
イ
ル
ス
を

中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
強
毒
性
と
弱
毒
性
の
２
つ

の
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
を
比
較
し
、
増
殖
性
の
違
い
の
原

因
と
な
る
遺
伝
子
を
突
き
止
め
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
の

性
状
、
病
原
性
発
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
ま
す
。

そ
の
成
果
次
第
で
、
感
染
に
伴
っ
て
起
こ
る
ウ
イ
ル
ス

特
異
的
現
象
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の

開
発
に
展
開
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
人
工

的
に
設
計
で
き
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬
と
し
て
タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン

ザ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
感
染
後
の
ま
だ
体
内
の
ウ

イ
ル
ス
量
が
少
な
い
う
ち
に
診
断
し
、
48
時
間
以
内
に

服
用
し
な
け
れ
ば
効
果
は
低
い
。
現
在
の
検
出
キ
ッ
ト

で
は
、
10
万
個
く
ら
い
の
ウ
イ
ル
ス
が
な
い
と
検
出
が

難
し
く
、
結
果
を
得
る
の
に
15
分
ほ
ど
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
ウ
イ
ル
ス
特
異
的
な
レ
セ
プ
タ
ー
の
蛍
光
プ
ロ

ー
ブ
を
作
製
し
、
そ
れ
に
ウ
イ
ル
ス
の

粒
子
を
結
合
さ
せ
信
号
を
発
信
さ
せ
る

こ
と
で
検
出
す
る
と
い
う
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
、
も
っ
と
少
な
い
ウ
イ

ル
ス
量
で
迅
速
な
検
出
を
可
能
に
す
る

方
法
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
特
異
抗
体
プ
ロ
ー
ブ
を
加
え
検
討
し

て
い
け
ば
、
ヒ
ト
や
ト
リ
型
な
ど
、
総

合
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

検
出
診
断
系
の
完
成
が
期
待
で
き
ま

す
。バ

イ
オ
大
学
に
は
、
実
際
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
実
験
が

出
来
る
Ｐ
２
実
験
室
が
あ
る
の
が
強
み
で
す
。
ま
た
情

報
コ
ー
ス
に
Ｘ
線
解
析
専
門
の
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
質
を
結
晶
化
さ
せ
て
Ｘ
線

解
析
す
る
研
究
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
学
生
た
ち
へ
の
期
待
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

バ
イ
オ
の
世
界
は
日
進
月
歩
。
今
の
最
新
技
術
は
、

数
年
経
て
ば
古
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
大
学
で
は
知

識
や
実
験
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
つ
つ
、「
ど
う
や
っ
て

勉
強
す
る
か
」
と
い
う
知
識
の
吸
収
の
仕
方
を
身
に
つ

け
、
新
し
い
こ
と
に
対
応
で
き
る
能
力
を
養
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
観
察
力
を
つ
け

る
こ
と
。
実
験
ひ
と
つ
に
し
て
も
鋭
く
観
察
し
て
、「
い

つ
も
と
違
う
」
と
気
づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
や
り
直
し

に
倍
以
上
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
実
験

だ
け
で
は
な
く
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
。

営
業
に
出
た
と
き
に
、
人
の
表
情
の
変
化
が
読
め
な

け
れ
ば
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
の
姿
勢

は
、
仕
事
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
活
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

インフルエンザ、
麻疹など、重篤な
病気の原因となっ
ているウイルスの
増殖・病原性発現
メカニズムを研究。
現在は、学内の他
コースの先生、企業や滋賀県工業技術センタ
ーなどと、蛍光相関分光法を応用したインフ
ルエンザウイルスの新たな検出方法を共同開
発している。
神戸大学大学院医学研究科博士課程修了。ド
イツ連邦共和国アレキサンダー・フォン・フ
ンボルト財団奨学生、マールブルグ・フィリ
ップス大学ウイルス研究所研究員、神戸大学
医学部講師、大阪府立公衆衛生研究所主任研
究員を経て現職。医学博士（神戸大学）。
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産官学共同研究・
事業開発センターだより

長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン

インキュベーションセンター開所式

大学に隣接するNBIC

ズラリと並ぶラボ

待
望
の
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
N
B
I
C
）
が
4
月
1
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
バ
イ
オ
関
連
企
業
育
成
の
た

め
、
低
料
金
で
研
究
開
発
用
の
研
究
ラ
ボ
を
提

供
し
、
さ
ら
に
各
種
の
支
援
を
行
う
た
め
の
施

設
で
す
。
N
B
I
C
で
は
そ
の
た
め
、
17
室
の

ラ
ボ
と
、
専
任
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

N
B
I
C
へ
は
、
既
に
15
室
に
12
社
の
企
業

が
入
居
し
、
創
薬
、
健
康
食
品
、
バ
イ
オ
関
連

装
置
の
開
発
、
ア
グ
リ
バ
イ
オ
、
バ
イ
オ
セ
ン

サ
ー
の
開
発
な
ど
種
々
の
研
究
開
発
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

主
な
入
居
企
業
と
そ
の
事
業
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
長
浜
バ
イ
オ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
㈱

（
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
）

D
N
A
を
用
い
た
真
贋
判
定
技
術
の
開
発
、

D
N
A
や
R
N
A
操
作
を
用
い
た
各
種
事
業

②
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
㈱

（
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
）

タ
ン
パ
ク
質
の
自
動
再
生
装
置
の
開
発
、
タ
ン

パ
ク
質
技
術
を
用
い
た
各
種
事
業

③
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ー
マ

（
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
）

抗
が
ん
剤
を
主
体
と
す
る
医
薬
品
の
開
発
、
診

断
薬
や
創
薬
技
術
の
開
発
な
ど

④
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
㈱

人
工
照
明
を
用
い

た
植
物
工
場
シ
ス

テ
ム
の
開
発
、
機

能
性
野
菜
の
開

発
・
製
造
な
ど

⑤
N
P
O
琵
琶
湖
自

然
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
滋
賀
建
機

ヨ
モ
ギ
由
来
の
発

酵
菌
を
用
い
た
自

然
浄
化
シ
ス
テ
ム

の
開
発
、
健
康
食

品
の
開
発

⑥
㈱
ワ
ン
セ
ル

再
生
医
療
用
各
種

機
能
性
素
材
の
開

発
、
機
能
性
素
材

を
用
い
た
健
康
食

2
0

0
6

.
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新
し
い
段
階
を
迎
え
た
本
学
の
産
官
学
連
携
の
活
動

共同利用できる商談室

本
学
の
産
官
学
連
携
の
活
動
は
、
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
他

に
も
、
今
年
度
い
く
つ
か
の
面
で
新
し
い
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

●
産
官
学
連
携
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
拡
大

本
学
の
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究
費
も
教
員

当
り
の
獲
得
額
は
全
国
的
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
除
い
た
外
部
資
金
の
獲

得
額
も
一
昨
年
か
ら
2
倍
に
上
昇
し
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

2
0
0
4
年
度
の
外
部
資
金
は
約
5
0
0
0

万
円
で
し
た
が
、
2
0
0
5
年
度
は
1
億
2
0

0
0
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
0

5
年
に
新
規
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
12

件
も
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
本
年
度
も

多
数
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
す
。

（
新
規
の
大
型
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
12
に
掲
載
）

●
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
相
次
ぐ
設
立

昨
年
起
業
し
た
長
浜
バ
イ
オ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

㈱
、
プ
ロ
テ
オ
ジ
ェ
ネ
シ
ス
㈱
に
引
き
続
き
、

3
社
目
の
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ー
マ
が
本
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
起
業
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
抗
が
ん
剤
を
主
体
と
す
る
医
薬
品

の
開
発
、
診
断
薬
や
創
薬
技
術
の
開
発
な
ど
を

事
業
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
3
社
の
い
ず
れ
も
、

長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
入
居
し
、
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

●
産
官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
内
に
、
本
学
の
「
産
官
学
共
同
研
究
コ
ー
ナ

ー
」
を
6
月
に
開
設
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
へ
開
か
れ
た
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
と
し
て
、
地
域
企
業
が
有
す
る
研
究

開
発
シ
ー
ズ
の
価
値
や
実
現
可
能
性
を
探
索
す

る
こ
と
と
、
本
学
の
有
す
る
研
究
シ
ー
ズ
の
実

用
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ー
ナ
ー
か
ら
生
ま
れ
た
実
用
化
シ
ー
ズ

が
成
長
し
、
地
域
の
バ
イ
オ
産
業
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

本
学
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
経
済
産
業
省
、

近
畿
経
済
産
業
局
の
展
開
す
る
「
関
西
バ
イ
オ

ク
ラ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
拠
点
と
し

て
認
定
さ
れ
、
長
浜
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
行
い
ま
す
。

関
西
地
域
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
バ
イ
オ
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
、
再
生
医
療
の
神
戸
、

創
薬
の
北
大
阪
（
彩
都
）、
先
端
分
析
機
器
の
京

都
な
ど
の
集
積
が
あ
り
ま
す
が
、
長
浜
地
域
も

本
学
を
核
と
す
る
バ
イ
オ
産
業
の
集
積
が
期
待

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
先
進
地
域
と
肩

を
並
べ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
2
0
0
6
年
度
は
本
学
を

め
ぐ
る
バ
イ
オ
産
業
振
興
の
動
き
は
新
し
い
段

階
を
迎
え
、
本
学
と
し
て
も
科
学
的
・
技
術
的

側
面
か
ら
の
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
長
浜
地

域
に
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
す
る
活
動
を
展

開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

品
の
開
発

⑦
㈱
フ
ィ
ジ
カ
ル

機
能
性
素
材
を
用
い
た
健
康
食
品
・
化
粧
品

な
ど
の
開
発
・
販
売

⑧
丸
紅
㈱

生
物
情
報
科
学
（
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
）
分
野
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

入
居
企
業
は
い
ず
れ
も
本
学
と
連
携
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
N
B
I
C
入

居
企
業
と
の
共
同
研
究
開
発
を
含
め
、
本
学
の

産
官
学
連
携
の
事
業
も
新
し
い
段
階
に
向
け
て

大
き
く
発
展
し
て
ゆ
き
ま
す
。
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リレーエッセイ

2006年度入試結果と2007年度入試について
2006年度入試結果
本学06年度入試は、総志願者として22％の減少とな

っています。これは、全体状況としての受験生の自然減少、

とりわけ医･薬･保健･栄養など資格系分野を除く一般理

系受験生の減少、さらに入試センター試験得点率上昇に

よる、国公立大学への強気の志向が影響しています。ま

た、他大学同系統学部の新設･募集や薬学部の軒並み

易化の影響も出た結果となっています。

入試の特徴としては、現役受験者比率が上昇し、推薦

入試・前期入試の受験者比率が高くなっています。また、

国公立大学併願者のセンター試験利用受験も増加してい

ます。

募集としての結果は、実質倍率2倍以上で引き続き高

い学力層を維持し、今年度も募集定員を上回る入学者

となっています。

2007年度入試について
本年度入試状況を受けて、次年度入試については、方

式・内容等を大幅に改革します。①は、高校時の学修結

果を大きく評価する「公募制推薦入試を複数回実施」しま

す。出題内容についても「基礎テスト」とし、一般入試問題

より基本的事項での出題を実施します。②は、「一般前期

日程入試を6地方会場で複数回実施」します。各入試で

得意２科目をより活かせる入試とします。③は、「センター試

験利用入試」に３教科３科目で受験できる方式を追加し、

国公立志望者中心のセンター利用枠を私立志望者にも

広げます。

このように本学をめざす多様な受験生の受験機会を増

やし、合格可能性を高めてもらえる入試を実施します。入試

改革とともに、大学院開設を来春にひかえ、学部カリキュラ

ムを学生にとってより魅力あるものとする論議をすすめ、教

学上の本学優位性をアピールしていくこととなります。

ガラスの眼

生命情報科学コース

依田　隆夫先生
私が写真撮影を始めたのは小学校5年生の時だ

った。鉄道少年だった私は、当時、電車の絵を描く

のが好きだった。3次元の鉄道車両が自分の指先1

つで2次元の紙の上に再現されてゆくのが嬉しかっ

たのだと思う。しかし、自分の平凡な画力では｢もっ

とリアルに｣という欲求を満たせないことに、あると

き気付いたのだった。

そんなわけで、初めて自分のカメラを手にした頃

の私は、電車が電車の形に写っているだけで大満足

だった。固定焦点、巻き上げも巻き戻しも手動、固定

シャッタースピードというそのカメラのスペックは、

今ならコンビニでも買える｢写ルンです｣と大差な

い。しかし、そんなことは気にならなかった。きちん

と写真の枠の中に電車が収まっていればOKだった。

自分で線を描いたり、色を塗ったりしなくても、本物

っぽい電車の画像が手に入るのだから。

しかし、その満足は長続きしなかった。撮影歴を重

ねるうちに、｢電車が写っていればいい｣から｢きれい

な『作品』を作りたい｣に気持ちが変化していったの

だと思う。そのころ撮影した写真は、どれもわずかに

ぶれていた。走行する列車を撮影する場合、被写体

ぶれを抑えるために速いシャッタースピードが必要

なのだ。これを実現するには、速いシャッターを切

れる一眼レフカメラを入手するのが近道だった。

そうして(結構高い金額を親に払ってもらい)購入

したカメラを、その後19年間使い続けた。特に学生

時代は、春休みなどにカメラを持って日本中を旅し

た。普段の週末にも、カメラに連れ出されるようにし

て、近隣への撮影旅行へ出かけた。

19年の間に便利な新機能を持つカメラはたくさん

登場したが、欲しいと思ったことはなった。自分の実

力に見合わない機種を持っても仕方がないと思うの

が理由の1つである。

もう1つ、｢写真を撮ってばかりではもったいない｣

と考えるようになったこともその理由かもしれない。

今では列車以外の被写体も撮影するようになった

のだが、肉眼で見たときに美しくないものを撮影して

美しい作品に仕上げるのは極めて難しい。かといっ

て、美しい風景をそのままの美しさで、目で見た時の

感動そのままに写し取ることも結構難しい。長浜か

ら見る琵琶湖の美しい夕日を見るたびに、誰かが撮

影した写真やカメラのファインダー越しにではなく、

自分の肉眼でこの一瞬の光景に出会えてよかった

と思う。写真やカメラを好む気持ちよりも強く、そう

思う。

最近、カメラを買った。新しいデジタル一眼レフ

である。買ったのはよいが、なかなか外へ撮影に出

る機会がない。だからというわけではないが、家で

妻の写真ばかり撮っている。琵琶湖の夕日と同じで、

実物同様の美しさで写しとるのはなかなか難しい。


